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旧ソ蓮の開発した宇宙測位システムとしてＧＬＯＮＡＳＳがあるが、最近情報公開が進み、ＧＰＳとともにＧ
ＬＯＮＡＳＳの電波も受信できる受信機も市場に出現してきている。ＩＣＡＯ（国際民間航空機構）の推進する
ＧＮＳＳ（全地球衛星航法システム）では、当初よりＧＰＳとともにＧＬＯＮＡＳＳの併用が構想されており、
いずれ宇宙測地はＧＰＳ＋ＧＬＯＮＡＳＳの時代となるものと思われる。それで、1点測位では、ＧＰＳ＋ＧＬＯ
ＮＡＳＳの観測結果は、ＧＰＳやＧＬＯＮＡＳＳの単独観測結果に比べて標準偏差は数倍よくなることを、日本
国内の諸観測でも確かめ、「ジオジニアス」というソフトにもとづき基線解析を試みた。

◆旧ソ蓮の開発した宇宙測位システムとしてＧＬＯＮＡＳＳがあるが、最近情報公開が進み、ＧＰＳととも
にＧＬＯＮＡＳＳの電波も受信できる受信機も市場に出現してきている。ＩＣＡＯ（国際民間航空機構）の推進
するＧＮＳＳ（全地球衛星航法システム）では、当初よりＧＰＳとともにＧＬＯＮＡＳＳの併用が構想されてお
り、ＧＬＯＮＡＳＳの依拠しているＰＺ－９０測地系とＧＰＳのＷＧＳ－８４の間の変換パラメーターの推定、

ＧＬＯＮＡＳＳによる測位の精度の評価の検討などが進められてきた。
◆ＩＧＳは１９９８年９月より1 2月まで、ＧＰＳキャンペーンを実施しており、これにより暦の改善、Ｐ

Ｚ－９０測地系とＷＧＳ－８４の間の変換パラメーター確定等がすすみ、将来はＩＧＳはＧＰＳとともにＧＬＯ
ＮＡＳＳのサービスも開始することが計画されている。こうして宇宙測位システムは、ＧＰＳ＋ＧＬＯＮＡＳＳ
の時代になっていくものと思われる。

◆１点測位では、ＧＰＳ＋ＧＬＯＮＡＳＳの観測結果は、ＧＰＳやＧＬＯＮＡＳＳの単独観測結果に比べて
標準偏差は数倍よくなることは、日本国内の諸観測でも確かめられている。

◆最近「ジオジニヤス」というソフトによってＧＰＳとＧＬＯＮＡＳＳ併用の観測にもとづき基線解析を試
みたので、その結果について報告する。


